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Abstract Brief taxonomic review of th巴 familyOrobdellidae (Hirudinida: Arhynchobdellida) with a key to the 

known species. Takafumi Nakano (Graduate School of Education, Hiroshima University, 1-1-1 Kagamiyama, 

Higashihiroshima, Hiroshima, 739陶 8524Japan). 

The taxonomic characters and taxonomic history of the macrophagous terrestrial leech genus Orobdellαare 

briefly reviewed. All of the 17 known Orobdella species are listed accompanied by the information on the diagnostic 

characteristics, name-bearing types, typ巴localities,etymology of the specific names, and distributions. The key to the 

17 species of Orobdella is presented. 
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はじめに

「吸盤をもっ捕食性に特化した貧毛類」（Sawyer,1986) 

という紹介が，ヒル類の形態・食性・系統学的特性を端的

に示しているように，ヒル類は環形動物門環帯綱に属する

一群で，吸血性種に代表される捕食者の分類群である．体

の前端と後端はそれぞれ吸盤になっており，吸血性の種で

はそれら吸盤で宿主に吸着，あるいは捕食性の種では獲物

を押さえつけて捕食する．

水田に生息するチスイビルHirudonipponia Whitmanや

セスジピル Wちitmaniaedentula (Whitman）のように水棲種

のイメージが強いヒル類であるが，その実，既知種の大

半は淡水棲種である．全世界の既知約 700種について生

息環境別に見てみると，淡水棲種が約 500種に対して，

海産種・陸棲種は共に約 100種を数えるだけである（Sket

and Trontelj, 2008). 陸棲種の大半は吸血性のヤマピル科

Haemadipsidaeに属する．ヤマピル科の種多様性は南アジ

ア，東南アジアにおいて最も高いが，日本においては，本

州から屋久島までにニホンヤマピルHaemadipsajaponica 

Whitman，そしてトカラ列島以南にサキシマヤマビルH.

と；ukjuanαOkaが分布しており， これら 2種は日本にお

ける陸棲ヒル類の代表格である（伊藤， 2003;Lai et al., 

2011). 加えて，ニホンヤマピルの分布域がヤマビル科の

分布北限であるという事実は（Bordaand Siddall, 2011), 

本邦の陸棲ヒル類相の大きな特徴とも言えよう．日本さら

には，その周辺地域（朝鮮半島・台湾・極東ロシア）の陸

棲ヒル類相を特徴付けるもう一つの分類群が，本稿で扱う

クガビル類（クガピル科クガピル属）である．

クガピル類はイシビル形亜日という捕食性のヒル類のみ

によって構成される単系統群に属する．イシビル形類の最

大の特徴は，非吸血性で，口腔内に突出する吻や，皮膚を

切り裂くための歯を「持たない」ことである．クガピル科

Orobdellidaeはクガピル属 OrobdellaOkaのみを含む科階

級群で， 2012年にイツウコウピル科 Gastrostomobdellidae

（イシピル形亜日）より分離，設立された新しいグループ

である（Nakanoet al., 2012). クガビル属に属する種は

全てが，陸棲でミミズを専食する巨食性のヒル類である

(Sawyer, 1986）.既知種数は 17種に及び， 15種が日本列

島， 1種が朝鮮半島ならびに対馬を含む周辺島l興，そして

残りの 1種が台湾に分布する（Nakano,2017）.本稿では，

日本列島ならびに周辺地域の陸棲ヒル類相を代表するクガ

ビル類について，その分類形質と分類学史を概説する．ま

た，邦産種の数は 2010年以降増加の一途をたどっており，

加えて各種の分布域に重複が見られる．したがって，クガ

ピル類の同定においてその一助となることを目的とし既

知種を網羅した図解検索と各種の形態・分布を紹介する．

ヒル類の基本体制と形態形質そしてその用語については

中野（2010）に詳しく，本稿もそれに準ずることをあら

かじめ断っておく．
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図1. クガビル類の主要分類形質を示す模式図， コマイクガピル Orobdellanaraharaetmagarum Nakano, 
2016, KUZ Zl652を元に作製.A. 背面観. B. 腹面観. C. 胃通孔と雌性生殖孔の拡大図，腹面観 D.
消化器官の腹面観.E. 生殖器官と中央神経の背面観． 胃通管（C）と生殖器官（D）とはそれぞれ，
Nakano (2016a）の fig.3Gとfig.4Aを改変して作製．

分類形質

ヒル類は環形動物であるから，その体は体節制を有す

る．一見すると莫大な数の体節から構成されているように

見えるが，実際の所は各体節の表面には溝が走り，体表面

のみが複数の環状構造（＝体環）となっているだけで，ヒ

ル類の体節数は 32個と決まっている．体の前端から口前

葉，囲口節，そして第一体節…と続き，第 26体節から第

32体節までが尾吸盤を形成する．ただしヒル類の分類

学においては慣習的に口前葉を第一体節として体節を数え

るので， ヒル類の分類学的論文において，体節数は 34個

となり，尾吸盤は第28～第 34体節によって構成されて

いるという記述になることに留意しなければならない（図

1）.加えて，ヒル類の分類学では各体節はローマ数字，体

節の体環はアルファベットとアラビア数字の組み合わせに

より表現されるので（Moore,1927），この特殊な表記様式

（体環公式）についても習熟する必要がある．体の中央体

節（第VIII-XXIV体節）の体環様式がどのようであるの

かはヒル類の同定において重要な形質状態で，クガピル類

においても同様である

クガビル類における分類形質を以下に列記する（図 1も

参照）．外部形態では，（1）性成熟個体のサイズ，（2）中

央体節の体環様式，腹側の（3）雄性生殖孔・雌性生殖孔

（胃通孔）の位置と両生殖孔聞の体環数，（4）腎管孔の対

数，の 4形質が同定に有用な形質である．ヒル類の正確な

同定のためには内部形態の情報が欠かせない．クガビル類
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においては，消化器官で（5）咽頭の長さと（6）胃通管，

そして生殖器官では（7）前立腺腔角，（8）貯精嚢に着目

することでより正確な同定が可能となる．次いで各形質に

おいて見られる形質状態について概説する．

(1）性成熟個体のサイズ：小型，中型，大型の 3タイプ

に類別される．小型種では性成熟個体のサイズは 5cm程

度あるいはそれ以下で，中型種では 10cm程度，そして

大型種では 20cmを超える．性成熟個体か否かの判別は

環帯の有無によって行う．ヒル類は環帯類に属するので，

貧毛類と同様性成熟個体には環帯が見られる．クガピル類

の環帯は陸棲貧毛類ほど顕著で、はないが，体の他部位に比

べてわずかに肥大しており，白色を呈するため，幾例かの

標本観察を経験すれば判別可能になるだろう．

(2）中央体節の体環様式： 4体環， 6体環，そして 8体

環が見られる．体環溝と区別し，その個体の「1体節jを

決定するためには，後述する腹側の（3）両性生殖孔聞の

体環数あるいは（4）腎管孔を観察する必要がある (1) 

性成熟個体のサイズと（2）体環様式との組み合わせによ

りある程度までの種同定が可能である．

(3）両性生殖孔（図 lB,C）：雄性生殖孔は第XI体節後

部腹面，雌性生殖孔（あるいは胃通孔）は第XIII体節前

部腹面に閉口する（図 lB）.通常，クガビル類の雌性生殖

孔は（5）胃通管の腹面開口部である胃通孔の後縁に閉口

するのだが（図 IC），非常に小さくて容易には観察できな

い．ただし， 胃通孔と雌性生殖孔の位置関係は全種で共通

しているため，雌性生殖孔＝胃通孔と捉えて何ら問題無い．

雄性生殖孔と雌性生殖孔との聞に何体環存在するのか

は，種同定において非常に重要な形質状態である．例えば，

図 1Bでは， 両性生殖孔の聞の体環数は「1/2+ 4 + 1/2」

となる．加えて，この両生生殖孔聞の体環数によってその

種の（2）体環様式を判断することが出来る．すなわち，

既知種において体環数が， 6以下なら中央体節は 4体環，

7以上 10未満なら 6体環， 10以上なら 8体環となる．

(4）腎管孔（図 lB）：腎管孔はヒル類において数少ない

体節性を維持した形質で， l体節につき l対の腎管孔が体

節前部腹面に開口する．通常クガピル類では第VIII体節

から第XXIV体節に腎管孔が閉口するが，第XXVI体節

まで続いて開口する種も存在する ある腎管孔から次の腎

管孔までの体環数を数えることで，（2）体環様式を決定で

きる．すなわち，体節性を維持した形質であるから，次の

腎管孔までの体環数が4本なら 4体環， 6本なら 6体環，

8本なら 8体環となる．

(5）咽頭の長さ・咽頭の長さは体環様式が6体環の種を

同定する際に有用な形質である．多くの 6体環種の咽頭は

第XIV体節までだが，中琉球に分布する 2種については，

咽頭が第XVI体節まで延伸する．

(6）胃通管（図 ID）：胃の前端部から雌性生殖器を乗

り越える形で，雌性生殖孔の前方に閉口する胃通管の形質

状態もクガビル類の種同定には有用で、ある．多くが図のよ

うに発達した球根上の形質状態を有する．幾つかの種では

単純な管状の形質状態で，さらに，中琉球に分布する 2種

については痕跡的になっている．

(7）前立腺腔角（図 IE）：雄性生殖器官である前立腺腔

角の発達度合いやその形が種同定で有用である．多くの種

が発達した卵形や楕円体であるが，三角錐形や未発達な種

も存在する．

(8）貯精嚢（図 IE）：輸精管が複雑に折りたたまれ凝集

した器官で，その位置や長さによって種同定が可能であ

る．加えて，中琉球と台湾に分布する 3種については貯精

嚢を完全に欠く．

分類学史と現状

日本においてヒル類の分類学的研究の端緒を聞いたの

は，丘浅次郎である．ヒル類のみではなく様々な無脊椎動

物の分類群を専門と正であるが， 1895-1935年の聞に 41

の名義種階級群を記載した（Nakano,2017）.その丘が初

めて記載した分類群がクガビル属であり，ヨツワクガビ、ル

0. whitmani Oka，ムツワクガピル 0.ijimαi Oka，ヤツワク

ガビル 0.octonaria Okaの3種である（Oka,1895）.和名

は体環様式を端的に表現しており，ヨツワクガビルは4体

環種，ムツワクガビルは 6体環種，ヤツワクガピルは 8体

環種である．また， Eはヨツワクガピルの著者をEの指導

教官でもあった飯島勲に帰属させた［Oka,1895: p. 282, 

Orobdella Whitmani (IJIMA MS) nov. sp. ; MS = memoriae 

sacrum]. 日本動物図鑑（Ji, 1927）や，新日本動物図鑑

（丘・長尾， 1965）においてもヨツワクガビルの著者名は

司imaあるいは（司ima）と記されている．しかし東京大

学総合研究博物館に現存したヨツワクガビルのタイプ標

本のラベル中には「Orobdellawhitmani Oka」と明記され

ており（Nakanoand Itoh, 2011), ヨツワクガビルの記載

論文や図版は明らかに正浅次郎が準備したものであるた

め（丘， 1894），ヨツワクガビルの学名は丘に帰属し，「0.

whitmani Oka, 1895」 が正しい（ICZN,1999：条 51.1).

また，正はクガピル属のタイプ種指定を行っていなかった

ため，後にヨツワクガピルがクガピル属のタイプ種として

後指定された（Soos,1966). 

正の原記載以降， クガビル類の研究は 50年以上行わ

れなず，停滞が続いたが， これは日本におけるヒル類の

分類学的研究に総じて当てはまる状況であった（長津，

1991). 1969年にはロシア沿海州よりヨツワクガピルが報

告されたが（Gilyarovet al., 1969), これは誤同定に基づ

く産地報告で有り（Nakano,2012a; Nakano and Gongalsky, 
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図2.クガピル属 OrobdellaOka, 1895の既知 17種の系統関係［Nakano(2016b）中のfig.19を改変］．円」
はNakano(2016b）において十分に支持された分校点示す（最尤系統樹のブートストラップ値70%
以上，ベイズ事後確率0.95以上）．種名に続く括弧内の数字は体節当たりの体環数を，「大・中・小」
は性成熟サイズの形質状態を示す．

2014），極東ロシアに分布するクガビル類の分類学的位置

は未だ明らかになっていない. 1971年には LaurenceR. 

Richardsonが国立科学博物館に収蔵されていたヒル類標本

の調査を行い，ヤツワクガピルを再記載した（Richardson,

1971）.さらに Richardsonは細分主義者であったため，体

環様式がタイプ種と異なるという理由でヤツワクガビルに

対して新属KumabdellaRichardsonを設立したしかし

Kumabdellaは1986年に出版されたヒル類の大著におい

てOrobdellaの後行異名とされた（Sawyer,1986). 1971 

年に続いて， 1975年には北海道より 4体環種のカワカツ

クガビル 0.kawakatsuorum Richardsonが新種記載された

(Richardson, 1975). また， 1971年と 1975年の一連の研

究によって，クガピJレ類が胃通管を有する希少な分類群で

あることが明らかになった（Richardsonヲ 1971,1975）.そ

れに伴って，同様に腹面に閉口する胃通管を有する，東南

アジアに分布する陸棲巨食性ヒル類であるイツウコウビル

属 GastrostomobdellaMooreとともにイツウコウビル科が

設立された（Richardson,1971) . 

Richardsonの研究以降再びクガピル類の分類学的研究は

停滞期を迎えるが， 2010年にヨツワクガビルの分類学的再

検討（Nakano,2010）がなされて以降，一連の分類学的研

究により多くの新種が記載され現在の種数は， 1975年当時

の4倍以上となる 17種に及ぶ（Nakano,2017）.その既知

分布域も朝鮮半（Nakanoand Seo, 2012ラ2014），台湾（Nakano

and Lai, 2012）と広がった 更に，胃通管の形質状態の再

評価と分子系統解析によって， クガピル科が設立された

(Nakano et al., 2012）.加えて分子系統解析の結果は体環様

式（6体環と 8体環）や性成熟サイズ（小型と大型）がク

ガビル属において平行的に進化してきたことを明らかにし

Richardson ( 1971）がクガピル類に適用した体環様式によ

る属分類が適当ではなかったことが裏付けられ（Nakano,

2016b) （図2），現在に至る また多くの未記載種が依然と
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図3. クガビル属 OrobdellaOka, 1895の既知 17種の検索図．

して命名されるのを待っている（中野，未発表）．

クガビル科全既知種の概略

クガピル属既知 17種は4体環9種， 6体環6種，そし

て8体環2種に類別される．ここでは，既知 17種の判別

形質と分類学的情報を総括すると共に， 図解検索を示す

（図 35）.なお利便性を考え，以下リストでは 17種を中

央体節の体環様式に従って配置した図解検索において

は，観察の簡便性を考え，可能な限り両性生殖孔聞の体環

数や特定の体節の体環様式などといった，外部形態に基づ

くように努めたが，一部，内部形態形質状態や性成熟サイ

ズに基づく箇所があることを断っておく．
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①（図3からの続き）
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図4. クガビル属 OrobdellaOka, 1895の既知 17種の検索図．
図3からの続き. 4体環の 5種について．

クガビル科OrobdellidaeNakano, Ramlah & Hikida, 2012 

クガビル属 OrobdellaOka, 1895 

判別形質：中央体節の体環数は 4, 6，あるいはs.H工門

後方の体環を欠く．雄性生殖孔は第XI体節の後部に，雌

性生殖孔は第XIII体節の前部に聞き，両性生殖孔聞には

少なくとも l体節の聞きがある．腎管孔は一般的に 17対．

咽頭は無顎直交型で通常第XIV体節まで伸びる． 胃から

直腸までの消化管は盲嚢構造を欠く．胃通管が腹面に開口

する場合，第XIII体節前部，雌性生殖孔の直前に聞く．胃

通管は雌性生殖器の上をはしる．精巣嚢は複数．輸精管に

は射精球を欠く．雄性生殖器は陰茎あるいは陰茎鞘を欠く．

卵巣嚢は球形．雌性生殖器は単純で中央構造を欠く．

語源：ラテン語に換字されたギリシャ語の複合名調で，

山の蛭（or:o+ bdella). 性は女性（Okaラ 1895).

タイプ種： ヨツワクガピル Orobdellawhitmani Oka, 

1895 （後指定； Soos,1966) 

中央体節4体環種

ヨツワクガビルOrobdellawhitmani Oka, 1895 

判別形質：中型種．第IV体節は lあるいは2体環．第

xxv体節は4体環． 両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 4 + 

1/2.腎管孔は 17対に加えて， 18 19対の個体も見られる．

胃通管は球根状．前立腺腔角は発達した卵形．貯精嚢は第

XVI体節から第XVIII体節までを占める．

色彩：一般的に背面は桂色から黄色を呈する．

レクトタイプ： UMUTZ-Ann-Hir-5-1 （東京大学総合研

究博物館収蔵） (Nakano, 2010). 

タイプ産地：岐阜県岐阜市金華山．

語源： Charles0. Whitmanに献名された属格の名調．

分布域：本州（北関東から中園地方まで） (Oka, 1895; 

Nakano, 2010, 2012a, 2017). 

備考：複数種を含む可能性が高く，今後の研究により細

分化される可能性が高い（中野，未発表）．

イチノモリクガビルOrobdellabrachyep耐砂misNakano, 2016 

判別形質：小型種．第 IV体節は l体環．第xxv体節

は4体環．両性生殖孔聞の体環数は 1/2+4［＋（く 1/2）］.胃

通管は細い管状．前立腺腔角は未発達な卵形．貯精嚢は第

xx体節から第XXI体節までを占める．

色彩：一般的に背面は暗い樺色を呈する．

ホロタイプ： KUZZl673 （京都大学総合博物館収蔵）．

タイプ産地：徳島県美馬市ーノ森．

語源：貯精嚢が短いことに由来する同格の複合名詞．ラ

テン語に換字されたギリシャ語．

分布域：四国東部（Nakano,2016b). 

ミゾカケヨツワクガビlレOrobdellaesulcata Nakano, 2010 

判別形質：中型種．第IV体節は 1体環．第xxv体節

は4体環．両性生殖孔聞の体環数は 2/3+ 4 + 1/3. 胃通管

は細い管状だが，胃通孔への開口部が膨らむ．前立腺腔角
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②（図3からの続き）
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図5. クガピル属 OrobdellaOka, 1895の既知 17穫の検索図 図3からの続き. 6体環の6種について．

は発達した卵形．貯精嚢は第XVI体節から第xx体節ま

でを占める．

色彩：一般的に背面は灰青色を呈する．

ホロタイプ： KUZZ29.

タイプ産地：熊本県熊本市金華山．

語源：ヨツワクガビルに対し第IV体節と第XXVI体節

の体環数が少ないことに由来する形容詞．

分布域：九州北部（Nakano,2010, 2012a). 

備考：Oka(1895）においてヨツワクガピルとして記載．

ヨツワクガピルのレクトタイプ指定に伴い別種として記載

された（Nakano,2010). 

力ワカツクガビルOrobdellakawakatsuorum Richardson, 1975 

判別形質：中型種．第IV体節は 2体環．第xxv体節

は4体環． 両性生殖孔間の体環数は 6. 腎管孔はまれに

18対． 胃通管は細い管状．前立腺腔角は未発達．貯精嚢

は第XVIイ本節から第XVIIイ本節までを占める．

色彩：一般的に背面は灰青色や暗い紫色を呈する．

ホロタイプ： NSM下An53 （国立科学博物館収蔵）．

タイプ産地：北海道札幌市川勝正治博士旧宅（道路工事

により消失：川勝氏，私信）．

語源：標本を提供した川勝正治博士ならびに採集者であ

るご家族に献名された属格の名詞．

分布域：北海道と周辺島興（Richardson,1975; Nakano, 

2012a; Nakano and Gongalsky, 2014; Nakano, 2017). 

タイペイクガビル Orobdellaketagalan Nakano & Lai, 2012 

判別形質：中型種．第 IV体節は 1体環．第xxv体節

は4体環．両性生殖孔聞の体環数は 112+ 4 + 1/2. 胃通管

は細い管状．前立腺腔角は未発達．貯精嚢を欠く．

色彩：一般的に背面は緑がかった黄色，桂色を呈する．

ホロタイプ： KUZZ208.

タイプ産地：台湾台北陽明山．

語源：タイプ産地周辺の先住民族（ケタガラン族）に由

来．同格の名詞扱い．

分布域：台湾北部陽明山周辺（Nakanoand Lai, 2012; 

Nakano, 2017). 

コイケクガビル OrobdellakoikeiNakano, 2012 

判別形質：小型種．第IV体節は 1体環．第xxv体節

は3体環．両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 4 + 1/2. 胃通管

は球根状．前立腺腔角は発達した卵形．貯精嚢は第xv体

節から第xx体節までを占める．

色彩：一般的に背面は灰青色を呈する．
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ホロタイプ： KUZZ156.

タイプ産地：北海道上川町黒岳．

語源：採集者である小池直樹氏に献名された属格の名詞．

分布域：北海道（Nakano,2012a, 2017). 

ク口イワクガビルOrobdellamasaakikuroiwaiNakano, 2014 

判別形質：小型種．第IV体節は 1体環．第:xxv体節

は4体環．両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 4 + 1/2. 胃通管

は球根状．前立腺腔角は発達した卵形．貯精嚢は第XVI

体節から第 XVIII体節までを占める．

色彩：一般的に背面は茶色を呈する．

ホロタイプ・ KUZZ694.

タイプ産地：長野県伊那市三界山．

語源：採集を援助した黒岩正章氏に献名された属格の名

前．

分布域：本州中部（主に長野県中南部） (Nakano, 2014, 

2017). 

コマイクガビルOrobdellanaraharaetmagarum Nakano, 2016 

判別形質：小型種．第IV体節は 1体環．第:xxv体節

は4体環．両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 4 + 1/2. 胃通管

は球根状．前立腺腔角は発達し 楕円体か卵形．貯精嚢は

第xv体節から第xx体節までを占める

色彩：一般的に背面は灰青色を呈する．

ホロタイプ： KUZ21652. 

タイプ産地．広島県廿日市市冠山．

語源：採集者である楢原有紀子氏と間賀綾音氏に献名さ

れた属格の複合名調．

分布域．中園地方（Nakano,2016a). 

備考：和名は広島の方言で小さい（こまい）に由来する．

ツシマクガビルOrobdellatsushimensおNakano,2011 

判別形質：中型種．第IV体節は 1体環．第:xxv体節

は4体環．両性生殖孔間の体環数は 1/2+ 5. 胃通管は球

根状．前立腺腔角は発達した卵形．貯精嚢は第XVII体節

から第XIX体節までを占める．

色彩：一般的に背面は茶色や樟色を呈する．

ホロタイプ： KUZZ134.

タイプ産地：長崎県対馬市鶏知（下対馬）．

語源：タイプ産地に由来する形容詞．

分布域：朝鮮半島ならびに周辺島l興（可居島・済州島・

対馬） (Nakano, 201 la; Nakano and Seo, 2012, 2014). 

備考：分布域の南限が対馬である（Nakano,2017). 

中央体節6体環種

中央体節が6体環の種は全て中型種である．

アマミクガビル Orobdelladolich叩harynxNakano, 2011 

判別形質：第VII体節は4体環．第VIII体節は 5体環．

両性生殖孔間の体環数は 8 咽頭は第XVI体節まで伸び

る． 胃通管は痕跡的で第XVI体節まで届くが， 胃に接続

せず，胃通孔も欠く．前立腺腔角と貯精嚢とを共に欠く．

色彩：一般的に背面は黄色がかった緑色を呈する．

ホロタイプ： KUZZ120.

タイプ産地：鹿児島県宇検村湯湾岳（奄美大島）．

語源：第XVI体節まで延伸する咽頭に由来する同格の

複合名調．ラテン語に換字されたギリシャ語．

分布域：奄美大島 加計呂麻島， 徳之島（Nakano,

201lb, 2017). 

ムツワクガピルOrobdellaijimai Oka, 1895 

判別形質：第VII体節は 5体環．第VIII体節は 6体環．

両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 7 + 1/2. 胃通管は球根状．

前立腺腔角は発達した楕円体．貯精嚢は第XVI体節から

第XIX体節までを占める．

色彩：一般的に背面は黄色がかった緑色を呈する．

シンタイプ：所在不明．

タイプ産地：栃木県日光．

語源：：飯島勲に献名された属格の名調．

分布域：東北地方から北関東と新潟・長野県の一部なら

びに房総半島（Oka,1895; Nakano, 201lb, 2012a, 2017). 

モノノケクガビル Orobdellamononoke Nakano, 2012 

判別形質：第VII体節は 5体環第VIII体節は 6体環．

両性生殖孔聞の体環数は 8+ 1/2. 胃通管は管状だが胃と

の接続部で膨らむ．前立腺腔角は卵形貯精嚢は第xv体

節から第XIX体節までを占める．

色彩：体前部と尾吸盤は灰色がかった紫色，中音防ミら後

部まで桂色．

ホロタイプ： KUZZ224.

タイプ産地：鹿児島県屋久島町白谷雲水峡（屋久島）．

語源：タイプ産地が映画「もののけ姫Jで登場する森の

モデルであることに由来．同格の名詞扱い．

分布域：屋久島（Nakano,2012b, 2017). 

オカノクガビルOrobdellaokanoi Nakano, 2016 

判別形質：第VII体節は 5体環．第VIII体節は 6体環．

両性生殖孔聞の体環数は 8+ 1/2. 胃通管は球根状．前立

腺腔角は楕円体貯精嚢は第xv体節から第XVII体節ま
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でを占める．

色彩：一般的に背面は赤みがかっている．

ホロタイプ： KUZZ1671. 

タイプ産地：高知県高知市工石山．

語源：クガピル類の標本を数多く提供した岡野良祐氏に

献名された属格の名調．

分布域：四国山地（Nakano,2016b). 

Orobdella shimadae Nakano, 2012 

判別形質：第VII体節は 3体環．第VIII体節は 5体環

両性生殖孔聞の体環数は 9. 咽頭は第XVI体節まで伸び

る．胃通管は痕跡的で第xv体節までしか届かず，胃通孔

も欠く．前立腺腔角と貯精嚢とを共に欠く．

色彩：一般的に背面は黄色がかった緑色を呈する．

ホロタイプ： KUZZ128.

タイプ産地：沖縄県国頭村．

語源：採集者である鳥田拓氏の名前をラテン語化し献名

された属格の名詞．

分布域：沖縄島（北部から中部まで） (Nakano, 201lb, 

2012a, 2017). 

ヤマネクガビルOrobdellayamaneae Nakano, 2016 

判別形質：第VII体節は5体環．第VIII体節は 6体環．

両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 7 + 1/2. 胃通管は球根状．

前立腺腔角は卵形．貯精嚢は第XVI体節から第XVIII体

節までを占める．

色彩：一般的に背面は暗い紫色を呈する．

ホロタイプ： KUZZ1678. 

タイプ産地：兵庫県南あわじ市諭鶴羽山（淡路島）．

語源：採集者である山根美子氏に献名された属格の名詞．

分布域：諭鶴羽山（タイプ産地） のみから知られる

(Nakano, 2016b). 

中央体節8体環種

中央体節が8体環の種は全て大型種である．

ナカハマクガビルOrobdellanakahamai Nakano, 2016 

判別形質：両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 11あるいは

12. 胃通管は球根状．前立腺腔角は卵形．貯精嚢は第xv
体節から第XVII体節までを占める．

色彩：一般的に背面は灰青色を呈する．

ホロタイプ： KUZZ1672. 

タイプ産地：高知県いの町鷹ノ巣山．

語源：採集者である中浜直之氏に献名された属格の名詞．

分布域：四国西部（石鎚山地・高知西部）， 九州中部

(Nakanoラ 2016b).

ヤツワクガビルOrobdellaoctonaria Oka, 1895 

判別形質：両性生殖孔聞の体環数は 1/2+ 10 + 1/2. 胃

通管は球根状．前立腺腔角は卵形．貯精嚢は第XVII体節

から第XIX体節までを占める．

色彩：多様で，伊豆半島の個体群は灰青色．関東西部で

は背中に太い黒色のラインがはしる桂色や，灰色がかった

緑色．緑色タイプは東海地方で見られ，紀伊半島では背面

が黄色一色で腹面が黒色となる．

レクトタイプ： NSM下An415. 

タイプ産地：神奈川県箱根町湯坂山．

語源：中央体節が8体環であることに由来するラテン語

の形容詞．

分布域：本州中部（関東甲信東海，北陸，紀伊半島） (Oka, 

1895；玉井， 1973;Nakano, 2012a, c, 2017). 
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摘要

陸棲捕食性ヒル類の分類群であるクガビル属について，

その分類形質と分類学史を概説した更にクガビル属既知

17種の各種について，判別形質や命名法に係る項目につ

いて紹介すると共に，全 17種のための検索図を示した

キーワード：分子系統，検索図，巨食性，ヒル，イシビル

形亜日
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